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笏
谷
石
製
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の
屋
根
の
形
式
に
つ
い
て
三
井
紀
生
は
じ
め
に
近
世
初
期
以
降
、
越
前
で
産
す
る
笏
谷
石
を
素
材
と
し
た
石
造
物
は
、
三
国
湊
か
ら
日
本
海
沿
岸
の
各
地
へ
移
出
さ
れ
て
き
た
。
各
地
に
遺
さ
れ
て
い
る
笏
谷
石
製
の
石
造
物
を
年
代
に
従
っ
て
大
別
す
る
と
、
慶
長
年
間
か
ら
慶
安
年
間
末
（
一
五
九
六
〜
一
六
五
一
年
）
頃
ま
で
の
紀
年
銘
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
石
鳥
居
、
多
層
塔
、
多
宝
塔
、
石
廟
、
宝
篋
印
塔
、
五
輪
塔
な
ど
大
・
中
形
の
石
塔
類
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
藩
や
豪
商
の
廻
船
な
ど
に
よ
っ
て
移
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
十
七
世
紀
中
期
以
降
、
大
形
の
石
造
物
は
徐
々
に
影
を
ひ
そ
め
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
七
二
年
）
ご
ろ
か
ら
小
形
の
石
塔
類
の
移
出
が
は
じ
ま
り
、
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
〜
八
〇
年
）以
降
急
増
し
元
禄
か
ら
宝
永
・
正
徳
年
間（
一
六
八
八
〜
一
七
一
五
年
）
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
享
保
年
間
以
降
（
一
七
一
六
年
〜
）
減
少
の
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
小
形
の
代
表
的
な
笏
谷
石
製
石
塔
に
越
前
式
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
（
以
下
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
）
が
あ
る
。
平
成
十
八
年
、「
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の（
１
）分
布
」
と
題
し
て
こ
の
墓
標
の
各
地
に
お
け
る
年
代
別
の
所
在
状
況
と
近
世
日
本
海
航
路
変
遷
と
の
関
係
な
ど
を
『
越
前
笏
谷
石
続
編
』
で
報
告
し
た
。
こ
の
墓
標
は
、
上
方
と
北
方
地
方
を
繋
ぐ
日
本
海
ル
ー
ト
が
ま
だ
敦
賀
や
小
浜
を
中
継
地
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ポ
イ
ン
ト
）
と
し
て
い
た
時
代
、
す
な
わ
ち
十
七
世
紀
中
頃
か
ら
十
八
世
紀
中
頃
の
間
に
数
多
く
移
出
さ
れ
、
北
海
道
（
江
差
・
松
前
）、
上
北
お
よ
び
下
北
地
方
を
は
じ
め
出
羽
地
方
な
ど
日
本
海
側
の
各
地
に
今
も
数
多
く
遺
さ
れ
て
お
り
、
当
時
日
本
海
航
路
を
運
行
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
船
の
バ
ラ
ス
ト
を
兼
ね
た
貴
重
な
商
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
遺
品
群
で
あ
る
。
こ
の
墓
標
に
関
し
て
は
可
能
な
限
り
銘
文
を
記
録
し
、
採
寸
と
写
真
撮
影
を
お
こ
な
い
、
小
形
の
墓
標
の
中
で
は
と
く
に
重
点
的
な
調
査
を
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
調
査
の
過
程
で
屋
根
の
部
分
に
幾
種
類
か
の
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組
合
せ
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
小
松
市
在
住
の
頃
、
江
沼
地
方
史
研
究
会
の
機
関
誌
『
え
ぬ
の
く
に
』
に
「
北
陸
地
方
に
所
在
す
る
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の（
２
）分
布
」
と
題
し
て
寄
稿
、
こ
の
中
で
屋
根
の
部
分
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
た
。
そ
の
後
調
査
地
域
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
調
査
数
も
増
や
し
て
き
た
の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
墓
標
の
屋
根
廻
り
の
形
式
に
つ
い
て
、
そ
の
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
・
比
率
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
が
時
代
の
変
遷
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
か
な
ど
の
検
討
を
試
み
た
。
一
、
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の
基
本
形
式
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
は
、
笏
谷
石
利
用
の
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
た
越
前
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
墓
標
で
あ
る
。
こ
の
墓
標
の
も
っ
と
も
数
が
多
い
形
式
の
概
略
図
と
各
部
の
名
称
を
図
１
に
示
す
が
、
構
成
は
基
礎
と
標
身
（
墓
標
本
体
）
か
ら
成
り
、
両
者
は

に
よ
っ
て
組
合
せ
ら
れ
て
い
る
。
基
礎
は
上
端
に
反
花
を
彫
り
、
前
方
は
一
段
低
く
し
て
華
燭
・
香
台
を
配
置
し
て
い
る
。
華
燭
・
香
台
部
分
を
有
し
て
い
な
い
基
礎
も
多
い
。
標
身
は
、
板
碑
状
（
石
板
を
使
用
）
で
、
前
面
は
輪
郭
を
と
り
、
そ
の
内
側
に
法
名
や
没
年
な
ど
を
彫
る
。
背
面
は
前
面
の
よ
う
な
加
工
は
せ
ず
鑿
の
跡
を
残
す
。
屋
根
は
、
切
妻
造
り
起
り
屋
根
で
、
棟
前
方
先
端
に
丸
形
の
鬼
板
を
彫
り
、
軒
は
左
右
に
オ
ー
バ
ハ
ン
グ
し
先
端
に
蕨
手
を
有
し
、
破
風
部
分
中
心
振
り
分
け
左
右
二
か
所
に
茨
を
配
し
て
い
る
。
屋
根
部
分
の
装
飾
の
方
法
（
以
降
「
荘
厳
形
式
」
と
い
う
）
は
こ
の
図
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
。
二
、
調
査
先
と
調
査
数
の
概
要
平
成
二
十
一
年
末
の
時
点
（
年
々
新
し
い
調
査
を
加
え
て
い
る
の
で
調
査
数
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
が
）
に
お
い
て
、
日
本
海
沿
岸
地
方
を
中
心
に
各
地
で
一
千
九
百
七
十
五
基
の
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
を
調
査
し
た
。
す
で
に
無
縁
化
し
て
廃
棄
さ
れ
た
墓
標
も
多
く
あ
る
だ
ろ
う
が
、
現
存
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど
の
墓
標
も
造
立
後
二
百
〜
三
百
五
十
年
経
過
し
て
お
り
、
破
損
や
表
面
の
風
化
が
進
展
し
て
銘
文
を
確
認
で
き
る
数
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
各
地
の
調
査
で
紀
年
銘
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
墓
標
は
五
百
八
基
（
在
紀
年
銘
率
二
十
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
紀
年
銘
が
残
さ
れ
、
か
つ
屋
根
部
分
の
個
々
の
荘
厳
形
式
が
は
っ
き
り
確
認
で
き
る
墓
標
三
百
一
基
（
在
紀
年
銘
数
の
五
十
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
分
析
の
対
象
（
調
査
数
）
に
し
た
。
表
１
に
三
百
一
基
の
所
在
先
を
示
す
が
、
日
本
海
沿
岸
の
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て
い
る
。
三
、
屋
根
ま
わ
り
の
荘
厳
形
式
と
そ
の
組
合
せ
（
一
）
屋
根
ま
わ
り
の
荘
厳
形
式
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の
基
本
形
式
の
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
屋
根
各
部
の
荘
厳
形
式
に
幾
種
類
か
の
バ
図１ 唐破風屋根付墓標の各部の名称
（『富山市日本海文化研究所紀要８号）』から引用）
（３）
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リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
表
２
に
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
中
か
ら
例
を
一
覧
に
し
た
。
鬼
板
棟
の
前
方
先
端
部
に
配
置
さ
れ
て
い
る
鬼
板
は
「
丸
形
」
と
「
五
角
形
」
の
二
種
類
が
あ
る
。
屋
根
の
表
面
基
本
は
切
妻
造
り
構
造
の
屋
根
で
あ
る
が
、
屋
根
の
表
面
は
次
の
三
種
類
が
あ
る
。
む
く
・
起
り
形
表
面
が
凸
型
を
し
た
屋
根
（
直
線
で
、
起
り
が
見
ら
れ
な
い
屋
根
も
あ
る
）
む
く
・
照
り
起
り
形
上
流
側
の
凸
型
（
起
り
）
と
下
流
側
の
凹
型
（
照
り
）
を
組
み
合
わ
せ
た
大
波
曲
線
状
の
屋
根
・
桟
瓦
葺
形
桟
瓦
葺
き
し
た
よ
う
に
、
表
面
が
小
波
曲
線
を
描
く
屋
根
屋
根
先
端
の
軒
の
形
状
つ
ぎ
の
三
種
類
が
あ
る
。
・
蕨
手
先
端
が
丸
く
巻
き
上
が
っ
た
形
状
（
蕨
手
と
い
う
）
の
も
の
・
軒
先
端
が
巻
き
上
り
で
は
な
く
、
は
ね
上
が
っ
て
先
端
が
尖
っ
た
蟇
股
状
の
も
の
（
広
義
で
は
蕨
手
の
範
疇
に
含
め
る
）
・
蕨
手
が
な
く
、
先
端
の
側
面
が
垂
直
に
な
っ
て
い
る
も
の
茨
の
数
破
風
部
分
に
配
置
さ
れ
る
茨
の
数
は
四
種
類
あ
る
。
表１ 唐破風屋根付墓標の屋根の形式調査寺院と調査数
（対象；屋根の形状が保存されかつ紀年銘が残されている墓標）
地域 寺院名 所在地 調査数（基） 地域 寺院名 所在地
調査数
（基） 地域 寺院名 所在地
調査数
（基）
越 前 滝谷寺 坂井市 ４５ 加 賀 実性院 加賀市 ７ 下 北 小目名 むつ市 １
（１７か所） 性海寺 同 上 ３９ 能 登 全昌寺 同 上 ９ 上 北 大安寺 同 上 ２
通安寺 福井市 １３（１２か所） 那谷寺 小松市 ３（１４か所） 本門寺 同 上 ２
泰清院 同 上 ５ 永光寺 羽咋市 １ 宝国寺 同 上 ２
妙観寺 同 上 ４ 妙成寺 羽咋市 ９ 心光寺 同 上 ５
朝倉屋敷 同 上 ６ 石動山 中能登町 １２ 泉龍寺 同 上 １
大谷寺 越前町 ４ 総持寺 輪島市 ３ 本覚寺 同 上 １
善導寺 大野市 ２ 長齢寺 七尾市 ３ 多善寺 同 上 １
洞雲寺 同 上 １ 龍門寺 同 上 ７ 円通寺 同 上 ７
長久寺 鯖江市 １ 妙圀寺 同 上 ２ 常念寺 同 上 １
正覚寺 越前市 ４ 妙観寺 同 上 ２ 発信寺 佐井村 ２
引接寺 同 上 ７ 上日寺 能登町 ４ 常光寺 野辺地町 ３
金剛院 同 上 １０ 小 計 ６２ 海中寺 同 上 １
積善寺 同 上 １ 越 中 国泰寺 高岡市 ６ 対泉院 八戸市 １
妙泰寺 南越前町 ４（２か所）上日寺 氷見市 ５
来迎寺 敦賀市 １ 小 計 １１ 小 計 ３０
西福寺 同 上 ３ 出 羽 安国寺 鶴岡市 １ 渡 島 光善寺 松前町 ５
小 計 １５０（７か所）常念寺 同 上 １（６か所）龍雲院 同 上 ４
若 狭 発心寺 小浜市 １３ 正徳寺 酒田市 ２ 法幢寺 同 上 ３
（４か所）仏国寺 同 上 ５ 海晏寺 同 上 １ 松前家墓所 同 上 １
空印寺 同 上 １ 妙法寺 同 上 ４ 法源寺 同 上 １
極楽寺 同 上 １ 永泉寺 遊佐町 １ 寿養寺 同 上 ３
蚶満寺 にかほ市 １ 小 計 １７
小 計 ２０ 小 計 １１ 合 計 ３０１
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表２ 唐破風屋根の形式例
鬼板 屋根 蕨手 茨 の 数
形状 表面 有無 無 １個 ２個 ３個
丸
形
起
り
形
有
貞享３（１６８６）年銘
石動山（石川県中能登町）
元禄２（１６８９）年銘
発信寺（青森県佐井村）
宝永５（１７０８）年銘
法幢寺（北海道松前町）
元文４（１７３９）年銘
金剛院（越前市）
照
り
起
り
形
有
・
蟇
股
状
－－ －－ －－
寛文１２（１６７２）年銘
大安寺（むつ市大畑町）
無
－－
寛文７（１６６７）年銘
性海寺（坂井市三国町）
天保１２（１８４１）年銘
金剛院（越前市）
元禄１３（１７００）年銘
滝谷寺（坂井市三国町）
桟
瓦
葺
形
有
天和元（１６８１）年銘 （参考）
寿養寺（北海道松前町）
寛文１２（１６７２）年銘
性海寺（坂井市三国町）
延宝３（１６７５）年銘
泉龍寺（むつ市川内町）
延宝５（１６７７）年銘
通安寺（福井市西木田４）
有
・
蟇
股
状
－－ －－ －－
寛文１３（１６７３）年銘
性海寺（坂井市三国町）
五
角
形
起
り
形
有
－－ －－ －－
延宝４（１６７６）年銘
泰清院（福井市）
照
り
起
り
形
有
・
蟇
股
状
－－ －－ －－
寛文１０（１７７０）年銘
性海寺（坂井市三国町）
無
寛文１２（１６７２）年銘
性海寺（坂井市三国町）
明暦２（１６５６）年銘
性海寺（坂井市三国町）
延宝２（１６７４）年銘
寿養寺（北海道松前町）
延宝６（１６７８）年銘
通安寺（福井市西木田４）
桟瓦
葺形
有
・
無
－－ －－ －－ －－
備考１ 表中「－－」は、これまでの調査の中では認められなかったもの。
出現したとしても稀で、その数は非常に少ないと考える。
27
三
井
笏
谷
石
製
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の
屋
根
の
形
式
に
つ
い
て
『??????』（?????????）
・
茨
な
し
・
一
個
破
風
中
央
に
一
個
・
二
個
破
風
中
央
振
り
分
け
左
右
に
各
一
個
・
三
個
破
風
中
央
と
左
右
に
各
一
個
（
二
）
屋
根
の
荘
厳
形
式
の
組
合
せ
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の
屋
根
の
形
式
は
、
右
に
述
べ
た
荘
厳
形
式
を
無
作
為
に
組
合
せ
た
の
で
は
な
く
、
一
定
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
組
合
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
具
体
的
に
す
る
た
め
に
、
三
百
一
基
の
墓
標
を
表
２
の
分
類
に
従
っ
て
表
３
を
作
表
し
た
。
こ
の
２
つ
の
表
に
よ
り
組
合
せ
や
系
列
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
の
は
鬼
板
の
形
状
で
、
丸
形
か
五
角
形
か
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
屋
根
の
表
面
や
軒
先
の
荘
厳
形
式
が
決
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
１
）
丸
形
の
鬼
板
を
有
し
て
い
る
墓
標
数
は
二
百
四
十
三
基
で
全
体
の
八
十
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
こ
の
う
ち
二
百
二
十
三
基
（
丸
型
全
体
の
九
十
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
は
、
屋
根
の
表
面
形
状
が
「
起
り
形
」
で
軒
の
先
端
に
蕨
手
を
有
し
て
い
る
。
な
お
、
丸
形
の
鬼
板
を
有
し
、
屋
根
表
面
の
形
状
が
「
照
り
起
り
形
」
を
呈
し
て
い
る
墓
標
が
六
基
（
丸
形
全
体
の
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
あ
り
、
内
二
基
は
軒
先
端
が
「
蟇
股
状
」、
四
基
は
「
蕨
手
な
し
」
で
あ
っ
た
。
（
２
）
同
じ
丸
形
の
鬼
板
を
有
す
る
「
桟
瓦
葺
形
」
屋
根
の
墓
標
が
十
四
基
（
丸
形
の
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
表３ 唐破風屋根の形式別墓標数 （基）
鬼板の形状
丸形
五角形
合 計
（注１） 表２で「参考」として示した墓標で、本統計に「１」と表示したが合計には含めていない。
屋根の表面
起り形
照り起り形
起り形・照り起り形計
桟瓦葺形
桟瓦葺形計
丸 形 計
起り形
照り起り形
起り形・照り起り形計
桟瓦葺形
桟瓦葺形計
五 角 形 計
蕨手の有無
有
有（蟇股状）
無
有
有（蟇股状）
無
有
有（蟇股状）
無
有
有（蟇股状）
無
茨 の 数（個）
無
５３
１
５４
（注１）１
０
５４
１
１４
１５
０
１５
６９
１個
５９
２
１
６２
１
１
６３
１
１４
１５
０
１５
７８
２個
１０９
２
１１１
６
２
８
１１９
２７
２７
０
２７
１４６
３個
２
２
４
１
５
７
１
１
０
１
８
合 計
墓標数
２２３
２
４
２２９
１１
３
０
１４
２４３
１
１
５６
５８
０
０
０
０
５８
３０１
割合（％）
７４．１
０．７
１．３
７６．１
３．７
１．０
０．０
４．７
８０．７
０．３
０．３
１８．６
１９．３
０．０
０．０
０．０
０．０
１９．３
１００．０
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あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
軒
先
端
は
、
蕨
手
（
蟇
股
状
蕨
手
を
含
む
）
を
有
し
て
い
る
。
桟
瓦
葺
形
は
大
形
の
墓
標
に
多
く
、
十
四
基
中
十
基
は
標
身
の
高
さ
が
三
尺
（
約
九
十
一
セ
ン
チ
）
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（
３
）
五
角
形
の
鬼
板
を
有
し
て
い
る
墓
標
は
五
十
八
基
（
全
体
の
十
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
。
う
ち
五
十
六
基
（
五
角
形
全
体
の
九
十
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）は
屋
根
表
面
の
形
状
が「
照
り
起
り
形
」
で
、
軒
先
端
に
蕨
手
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
残
り
二
基
の
う
ち
一
基
は
照
り
起
り
形
で
蟇
股
状
蕨
手
を
有
し
、
も
う
一
基
は
起
り
形
で
蕨
手
を
有
し
て
い
る
様
式
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
五
角
形
の
鬼
板
で
屋
根
が
桟
瓦
葺
形
の
墓
標
は
観
察
さ
れ
な
か
っ
た
。
（
４
）
茨
の
数
は
、
三
百
一
基
の
な
か
で
二
個
有
し
て
い
る
墓
標
が
百
四
十
六
基
（
四
十
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）、
一
個
が
七
十
八
基
（
二
十
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）、
茨
な
し
は
六
十
九
基
（
二
十
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）、
で
三
個
の
茨
を
持
つ
墓
標
は
僅
か
に
八
基
（
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
だ
け
で
あ
る
。
茨
の
数
は
、
鬼
板
の
形
状
、
屋
根
の
形
状
、
蕨
手
の
有
無
に
無
相
関
と
考
え
る
。
な
お
、
三
個
の
茨
は
大
形
の
墓
標
に
散
見
さ
れ
る
。
以
上
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の
基
本
形
式
は
、
破
風
部
分
の
茨
の
数
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
が
、
（
ア
）
丸
形
鬼
板
、
起
り
屋
根
、
蕨
手
あ
り
の
組
合
せ
が
全
体
の
七
十
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
最
も
標
準
的
な
形
式
と
い
え
る
。
こ
の
中
で
二
個
の
茨
を
有
す
る
墓
標
は
約
半
数
の
三
十
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
全
て
の
組
合
せ
の
中
で
最
も
数
が
多
い
（
こ
の
形
式
の
概
略
図
を
図
１
に
示
し
た
）。
（
イ
）
丸
形
鬼
板
付
、
桟
瓦
葺
形
屋
根
、
蕨
手
あ
り
（
蟇
股
状
蕨
手
を
含
む
）
の
組
合
せ
は
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
大
形
の
墓
標
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
墓
標
は
、
広
義
で
は
屋
根
の
表
面
だ
け
を
変
え
た
（
ア
）
項
の
類
似
の
形
式
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
（
ウ
）
五
角
形
鬼
板
、
照
り
起
り
屋
根
、
蕨
手
な
し
は
十
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
（
ア
）
と
（
ウ
）
の
形
式
で
九
十
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
主
た
る
形
式
は
こ
の
二
種
類
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
い
。
四
、
年
代
別
所
在
数
の
分
布
前
記
の
三
百
一
基
を
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
年
）
以
降
明
治
二
年
（
一
八
六
九
年
）
ま
で
の
二
百
二
十
年
を
十
年
間
隔
に
区
切
り
、
各
年
代
の
墓
標
数
を
表
４
に
示
し
た
。
こ
の
表
に
、
鬼
板
の
形
状
（
丸
形
ま
た
は
五
角
形
）
区
分
と
蕨
手
の
有
無
を
組
み
合
わ
せ
た
墓
標
数
も
併
記
し
た
。
（
１
）
こ
れ
ま
で
の
調
査
範
囲
で
は
、
現
存
す
る
最
古
の
紀
年
銘
を
有
す
る
墓
標
は
、
滝
谷
寺
（
坂
井
市
三
国
町
）
所
在
の
承
応
二
年
（
一
六
五
三
年
）
銘
で
あ
る
が
、
越
前
を
は
じ
め
そ
れ
ぞ
れ
移
出
さ
れ
て
き
た
地
方
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
各
地
と
も
寛
文
年
間
頃
か
ら
移
出
が
は
じ
ま
り
、
延
宝
年
間
か
ら
宝
永
・
正
徳
年
間
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
享
保
年
間
以
降
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
（『
越
前
笏
谷
石
続（
１
）編
』）。
（
２
）
丸
形
の
鬼
板
を
有
す
る
墓
標
が
最
も
多
い
時
期
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
年
）
か
ら
享
保
四
年
（
一
七
一
九
年
）
で
、
こ
の
三
十
年
間
の
墓
標
数
は
百
十
四
基
（
四
十
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
占
め
る
。
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一
方
五
角
形
鬼
板
を
有
す
る
墓
標
が
最
も
多
い
時
期
は
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
年
）
か
ら
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
年
）
で
、
こ
の
三
十
年
間
の
墓
標
数
は
三
十
四
基
（
五
十
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
占
め
る
。
丸
形
が
最
も
多
く
な
る
時
期
、
五
角
形
は
す
で
に
減
少
期
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
五
、
地
方
で
造
ら
れ
た
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の
屋
根
の
形
式
（
越
前
式
）
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
が
各
地
へ
移
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
は
越
前
式
を
模
し
て
造
っ
た
と
思
わ
れ
る
墓
標
（
ご
当
地
形
）
が
散
見
さ
れ
る
。
各
地
の
調
査
時
に
確
認
し
た
い
く
つ
か
の
例
を
参
考
と
し
て
表
５
に
示
す
。
こ
れ
ら
は
越
前
式
の
墓
標
と
よ
く
真
似
て
い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
越
前
式
と
は
ど
こ
か
異
な
る
点
を
有
し
て
い
る
も
の
の
方
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
細
部
ま
で
系
列
化
さ
れ
、
こ
の
系
列
に
従
っ
て
同
じ
も
の
が
大
量
に
造
ら
れ
て
各
地
へ
移
出
さ
れ
て
い
る
越
前
式
の
墓
標
に
驚
き
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
表４ 年代別分布（鬼板の形状、蕨手の有無別） （基）
年 代 丸形鬼板付墓標 五角形鬼板付墓標
合計
（参考）
和 暦 西 暦 蕨手有 蟇股状蕨手有 蕨手無 蕨手有
蟇股状
蕨手有 蕨手無
在紀年銘
全数の分布
慶安３－万治２ １６５０－１６５９ ３ １ ４ ４
万治３－寛文９ １６６０－１６６９ １２ １ １ ５ １９ ２０
寛文１０－延宝７ １６７０－１６７９ １４ ４ １ １ １３ ３３ ３３
延宝８－元祿２ １６８０－１６８９ １７ １ １０ ２８ ４７
元祿３－元祿１２ １６９０－１６９９ ２９ ９ ３８ ６７
元祿１３－宝永６ １７００－１７０９ ４６ １ ３ ５０ ７０
宝永７－享保４ １７１０－１７１９ ３８ ６ ４４ ７５
享保５－享保１４ １７２０－１７２９ １６ ２ １８ ４３
享保１５－元文４ １７３０－１７３９ １７ ３ ２０ ２５
元文５－寛延２ １７４０－１７４９ １５ ２ １７ ２８
寛延３－宝暦９ １７５０－１７５９ ５ ５ ２２
宝暦１０－明和６ １７６０－１７６９ ２ １ ３ １７
明和７－安永８ １７７０－１７７９ ３ ３ １４
安永９－寛政元 １７８０－１７８９ ３ ３ ９
寛政２－寛政１１ １７９０－１７９９ ５ ５ １０
寛政１２－文化６ １８００－１８０９ ５ ５ １０
文化７－文政２ １８１０－１８１９ ２ ２ ７
文政３－文政１２ １８２０－１８２９ ０ １
天保元－天保１０ １８３０－１８３９ １ １ １
天保１１－嘉永２ １８４０－１８４９ １ １ ２ ４
嘉永３－安政６ １８５０－１８５９ ０ ０
万延元－明治２ １８６０－１８６９ １ １ １
合 計 ２３４ ５ ４ １ １ ５６ ３０１ ５０８
備考１ 統計は平成２１年末時点までの調査データによる。
（調査全数１，９７５基、うち在紀年銘全数５０８基、在紀年銘率２５．７％）
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六
、
お
わ
り
に
各
地
に
所
在
す
る
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の
種
類
、
と
く
に
屋
根
の
形
式
を
個
々
に
見
る
と
、
非
常
に
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
統
計
的
に
分
析
し
て
整
理
し
て
み
る
と
い
く
つ
か
の
基
本
と
な
る
組
合
せ
で
規
則
正
し
く
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
流
行
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
が
、
同
じ
種
類
の
墓
標
が
、
同
じ
時
代
に
、
し
か
も
こ
の
よ
う
な
広
い
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
に
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
注（
１
）
三
井
紀
生
著
『
越
前
笏
谷
石
続
編
』
１
０
７
頁
「
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の
分
布
」
福
井
新
聞
社
平
成
十
八
年
発
行
（
２
）
三
井
紀
生
「
北
陸
地
方
に
お
け
る
越
前
式
唐
破
風
屋
根
付
墓
標
の
分
布
に
関
す
る
考
察
」（『
え
ぬ
の
く
に
』
第
四
十
九
号
江
沼
地
方
史
研
究
会
平
成
十
五
年
発
行
に
所
収
）
（
３
）「
富
山
湾
沿
岸
に
お
け
る
越
前
式
笠
付
墓
標
分
布
調
査
報
告
書
」
（『
富
山
市
日
本
海
文
化
研
究
書
紀
要
八
号
』
富
山
市
日
本
海
文
化
研
究
所
平
成
七
年
に
所
収
）
表５ 地方で造られた唐破風屋根付墓標
No 寺院名 所在地 和 暦（年）
西 暦
（年）
標身高さ
（cm）
屋根の
表面
鬼板
形状
茨の
数 蕨手 石 材
越前式との違い
墓碑の特徴など
１ 光善寺 松前町 明和２ １７６５ 未計測 照り起り 丸 １ なし 砂岩
標身前面に輪郭なし
２ 松前家墓所 松前町 慶安２ １６４９ １０３．０ 照り 丸 なし なし
凝灰岩
（笏谷石）
頭部が山形の墓標に、後刻屋
根を追加したと思われる
３ 麟勝院 秋田市 享保１８ １７３３ 露出部６０．０ 起り なし １ あり 凝灰岩
全体の形は越前の屋根組合わ
せ形を一体化したデザイン、
鬼板なし
４ 麟勝院 秋田市 不詳 不詳 ９６．０ 起り 丸 １ なし 凝灰岩 丸形鬼板、起り屋根、蕨手なし、（軒先下端は円弧を描く）
５ 大悲寺 秋田市 寛文５ １６６５ １１２．０ 桟瓦葺 丸 １ あり 凝灰岩 屋根前面と標身前面が同一平面鬼板、破風、茨、蕨手は陰刻
６ 大悲寺 秋田市 享保１２ １７２７ ９３．５ 起り 丸 １ あり 凝灰岩
越前の屋根組合わせ形を一体
化したデザイン、屋根部が特
に厚い
７ 妙成寺 羽咋市 不詳 不詳 ８２．５ 照り起り 五角 １ なし 戸室石
標身が下端方向に向って極端
に厚くなっていく
８ 来迎寺 敦賀市 不詳 不詳 ６３．０ 起り 丸 なし あり 花崗岩 薄い屋根、起りが大きい
写
真
１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８
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